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実施項目 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025～2030年度

都市の３Ｄデジタルマップ化

プロジェクト

詳
細
工
程
（
案
）

●仕様・ガイドライン

仕様書（案）の策定

仕様書のブラッシュアップ

提供・利用ガイドライン策定

●データ整備・更新

パイロットマップの作成

モデルエリアのデータ整備

データ整備エリアの拡大

●システム導入・運用

庁内用システムの試験導入

庁内用システムの本格導入

公開用システムの導入

●ユースケース検証

机上調査・パイロットマップ検証

モデルエリアでの検証

より広範なユースケースの検証

●運用スキーム

運用スキーム案の検討

運用スキームの選定

仕様構築検討

パイロットマップ作成

ユースケースや技術動向に応じたフォローアップ（継続的にアジャイル）

【23区】23区全域(LOD1)、
都市開発諸制度拠点地
区（LOD2）を全域整備

点群データ取得
(区部市街地全域)

【多摩部】市街地全域
（LOD1）、都市開発諸
制度拠点地区（LOD2）

を全域整備

【多摩部】都市計画区
域内（LOD1）を全域

整備

【島嶼部】全域
（LOD1）を整備

仕様の
深度化
検討等

テ

ス

ト

運
用
開
始

整備エリアの拡大検討・
実施

改
定

モデルエリアでユース
ケース検証

モデルエリアのデータ
整備

設

計 ﾊｰﾄﾞｳｪ

ｱ調達

システム

構築

仕様の

深度化
検討等

手法比較
検討・積算

エリアを拡大してユース
ケースを蓄積

実サービスとして
実装

運用スキーム
の選定

準
備

概略検討等

仕様書（案）
策定

パイロットマップ作成

机上検証

運用スキーム案検討

要件定義作成

適宜運用見直し（継続的にアジャイル）
※随時ライセンス拡大

※公開用システムは、官民連携データプラットフォーム等の動向を踏まえ構築検討

要件定義書・データ製品仕
様書の改定

必要に応じて仕様の拡張・改定（継続的にアジャイル）

他局と連携したシステム
運用検討

整備エリアの拡大実施 官民連携によるデータ更新

運用見直し（継続的にアジャイル）

実サービスとして実施・拡大

都市再生緊急整備地域
の3Dデジタルマップ作成

モデルエリアの3D
デジタルマップ作成

ユースケースの検証

仕様のアップデート

【都内全域】
データ更新・精緻化
（持続可能なスキームの構築）



出典：東京都予算案の概要（2022年1月）

出典：「未来の東京」戦略 version up2022 アクションプラン（2022年2月）
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都市の３Ｄデジタルマップ化プロジェクト 令和４年度の取組概要
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東京都における３Ｄ都市モデル詳細度（エリアＬＯＤ）設定について

基礎的な社会的共通資本として社会的厚生の公平性・公正性確保の観点から、都内全域を対象。

ＬＯＤ１

ＬＯＤ２

モデルエリア

都市再生緊急整備地域 諸制度拠点地区

「スマート東京」先行実施エリアで
設定。都市OSの構築やセンサー・リ
アルタイムデータの取得・活用によ
るサービスの実証が見込まれる。

都市再生特区を活用した優良開発
により世界から人が集まり、交流す
る、魅力と推進されるエリア。人中
心の活力あふれる国際ビジネス拠点
の形成がまちづくりなど、デジタル
技術を活用した都市づくりや早期の
スマート東京の実現が期待される。

都市機能が集積する利便性に優れ
た拠点形成の促進とともに、地域特
性に応じた開発やまちづくりを進め
ることで、市街地環境の向上に寄与
する良好な都市開発の誘導を図るエ
リア。地域特性に応じたスマートな
まちづくりの展開も期待される。

都内全域

重点エリア

City GML（都市の３Ｄデジタルマップのデータ仕様）では、LOD（Level of detail）により整備レベルが定義されており、
データ詳細度の共通化を図っている。東京都では、ベースレベル（LOD1）は都内全域で整備し、より精緻なLOD2以上
については、デジタルツイン環境の実装など、より高度なＤＸが想定されるエリアを対象とすることを基本とする。

令和３年度 令和４年度 令和５年度

モデルエリア、都市再生緊急整備地域、都市開発諸制度拠点地区を対象。
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